





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































伏見奉行 1 10 50 
長崎奉行 1 10 15 長崎奉行並・吟味役・ 定員 4の時期もあり
調役・下役
京都町奉行 2 40 10 
西町 1 20 50 
東町 l 20 50 
大坂町奉行 2 60 10 
西町 I 30 50 
東町 1 30 50 
日光奉行 3 36 組頭 2 支配吟味役 6
山田奉行 1 10 75 定員 2の時期もあり
奈良奉行 1 7 30 牢番 l 定員 2の時期もあり
堺 奉行 1 10 50 








大坂金奉行 4 15 各手代 2
大坂具足奉行 2 各10 定員 4の時期もあり
大坂蔵奉行 2 手代12 、他に蔵番・小揚 定員 4の時期もあり
頭・小揚者(l04~120)
大坂鉄砲奉行 2 各20 定員3の時期もあり
大坂破損奉行 3 各20
大坂弓奉行 2 各10
大坂船手奉行 1 6 水主同心50 後与力10 定員 2の時期もあり
定番 2 40 160 
玉造口 1 20 80 
京橋口 1 20 80 
大番(二組) 80 160 



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































村 名 知行高 村高
父野郡 石
楠葉村 180.167 
新家村 15 1. 10 
養父村 28 1. 837 
船橋村 67.327 
招提村 610.978 187.156 入組(四束久兵衛代官所・嶋田清左
衛門知行所、寛永九年迄)
字山村 156.638 156.638 全村
片鉾村 208.358 208.358 全村
田ノ口村 564.845 564.845 全村
甲斐田村 56.607 56.607 全村
坂村 52.35 
中宮村 845.0 856.20 入組(木村惣右衛門代官所・)
渚村 1065.30 
禁野村 185.361 54.361 入組(舟越三郎四郎)
郡津村 23.0 
村野村 752. 763 104.670 入組
山野上村 45.0 53 1. 725 入組(永井信濃守・片桐石見守・越
知弥三右衛門)
梨子作村 516.0 62.0 入組(永井庄右衛門)
寝屋村 51.027 51.027 全村




津田村 84.680 108.80 入組(畠山長門守)
野村 185.570 
田宮村 150.0 194.360 入組(片桐石見守)
春日村 630.980 
杉村 45.54 45.54 
森村 326.0 
寺村 352.0 432.30 入組(越知弥三右衛門)
私市村 150.0 
倉治村 1047.510 1047.510 全村








ぷ口弘、 言十 160.0 
表 2
註) r金言抄J (大阪市史編纂所蔵)および「河内国正保郷帳写J (枚方市史資料)
による。
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
も
大
坂
地
付
与
力
誕
生
の
要
因
の
一
つ
で
も
あ
っ
た
。
重
要
な
こ
と
は
、
与
力
・
同
心
の
主
人
は
直
接
で
は
な
い
に
し
ろ
知
行
を
与
え
て
い
る
将
軍
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
奉
行
は
軍
務
出
動
時
の
隊
長
(
頭
)
で
あ
っ
て
、
主
人
(
主
君
)
で
は
な
い
。
与
力
は
大
坂
町
奉
行
と
し
て
の
赴
任
に
、
将
軍
か
ら
の
命
令
で
付
属
さ
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
ま
た
、
大
坂
町
奉
行
と
し
て
赴
任
し
た
旗
本
に
と
っ
て
も
従
う
徒
-
足
軽
は
将
軍
か
ら
の
「
預
り
」
で
、
家
臣
関
係
が
な
い
こ
と
を
承
知
し
た
う
え
で
の
赴
任
で
あ
っ
た
。
そ
れ
を
考
慮
す
る
と
、
要
因
の
二
つ
は
、
そ
の
出
身
身
分
が
旗
本
常
備
軍
に
編
成
さ
れ
る
歩
兵
・
足
軽
で
あ
っ
た
こ
と
、
し
か
も
一
人
前
の
侍
と
し
て
家
臣
を
抱
え
る
身
分
で
は
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
八
田
が
書
き
留
め
た
『
公
務
日
記
』
に
大
坂
町
奉
行
を
「
頭
」
と
記
し
て
い
る
こ
と
で
確
か
め
こ
こ
に
は
緊
急
出
動
へ
の
備
え
と
、
そ
の
た
め
の
「
軍
用
御
用
意
」
と
し
て
の
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
明
和
五
年
(
一
七
六
八
)
八
月
三
日
の
条
に
は
、
一
御
頭
御
儀
西
江
御
評
儀
詰
一
一
五
ツ
半
ヨ
リ
御
出
ニ
候
事
、
具
足
・
馬
具
・
金
子
等
の
支
給
が
書
き
留
め
ら
れ
て
い
る
。
軍
役
は
主
従
関
係
に
対
そ
れ
に
対
す
る
家
臣
の
忠
実
な
奉
公
の
証
で
あ
る
。
知
行
応
し
た
知
行
賦
与
と
、
と
あ
る
。
こ
れ
は
東
町
奉
行
室
賀
山
城
守
正
之
が
、
西
町
奉
行
所
に
評
議
の
た
め
所
と
具
足
等
の
支
給
は
与
力
た
ち
に
そ
れ
を
意
識
さ
せ
、
自
覚
さ
せ
た
具
体
的
な
に
「
五
ツ
半
」
(
現
在
で
は
九
時
)
ご
ろ
に
出
向
い
た
と
き
の
記
録
で
あ
る
。
「
御
事
態
で
あ
る
。
た
だ
し
、
与
力
の
出
自
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
御
徒
・
鉄
砲
足
軽
は
そ
の
頭
と
は
直
接
の
家
臣
関
係
が
な
く
、
大
坂
町
奉
行
と
与
力
も
家
臣
関
係
で
「頭」
頭
」
と
は
与
力
・
同
心
か
ら
み
た
大
坂
町
奉
行
で
あ
る
。
の
呼
称
は
、
将
軍
直
属
の
常
備
軍
大
番
組
・
小
姓
組
・
新
番
組
な
ど
の
長
官
を
「
大
番
組
頭
」
な
ど
と
称
す
る
こ
と
と
同
様
で
あ
る
。
頭
は
交
替
す
る
が
、
大
番
組
の
組
織
は
継
続
さ
れ
る
。
こ
れ
は
家
臣
関
係
が
な
い
こ
と
か
ら
生
じ
て
い
る
。
同
様
に
、
大
坂
町
奉
行
と
与
力
・
同
心
も
家
臣
関
係
は
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
職
務
は
大
坂
市
中
と
畿
内
・
西
国
の
治
安
維
持
・
訴
訟
裁
判
を
管
轄
す
る
組
織
・
機
構
で
あ
っ
た
か
ら
、
奉
行
個
人
は
交
替
し
て
も
与
力
・
同
心
は
役
宅
で
あ
る
大
坂
町
奉
行
所
(
屋
敷
、
場
所
)
に
配
置
・
常
駐
し
て
待
機
し
、
新
任
の
奉
行
を
迎
え
る
と
い
う
職
務
継
続
の
方
式
が
生
じ
た
。
こ
こ
に
、
与
力
(
ま
た
同
心
)
は
寸
大
坂
町
奉
行
」
個
人
に
付
属
す
る
の
で
は
な
く
、
将
軍
の
地
域
(
三
郷
と
畿
内
・
西
国
)
支
配
の
拠
点
で
あ
る
大
坂
町
奉
行
所
に
付
属
し
配
属
さ
れ
た
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
根
拠
が
あ
る
。
大
坂
町
奉
行
の
組
与
力
と
は
言
え
て
も
、
大
坂
町
奉
行
与
力
と
は
い
え
な
い
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
久
員
正
俊
与
力
で
は
な
く
久
員
正
俊
組
与
力
と
表
現
さ
れ
る
。
そ
の
意
味
で
、
与
力
・
同
心
は
大
坂
町
奉
行
所
与
力
・
同
心
と
称
す
る
方
が
よ
り
正
確
で
あ
る
。
要
因
の
三
は
、
元
禄
四
年
(
一
六
九
一
)
正
月
二
六
日
の
地
方
知
行
か
ら
蔵
米
取
へ
の
切
り
替
え
で
あ
る
。
こ
の
と
き
大
坂
町
奉
行
の
役
料
も
切
米
に
切
り
替
え
ら
れ
た
。
こ
の
切
り
替
え
は
土
着
化
の
観
点
か
ら
み
れ
ば
、
決
定
的
な
転
機
で
あ
っ
た
。
地
方
知
行
が
軍
事
的
対
応
の
た
め
に
設
定
さ
れ
て
い
た
か
ら
、
切
り
替
え
は
軍
役
的
な
意
味
合
い
の
消
失
を
示
し
て
い
る
。
前
出
の
寛
政
七
年
の
「
武
備
心
得
方
覚
書
」
は
こ
れ
に
伴
う
軍
事
的
備
え
の
弛
緩
を
嘆
き
、
そ
の
回
復
に
地
方
知
行
の
復
旧
を
訴
え
て
い
た
。
さ
き
の
八
田
の
由
緒
書
に
あ
る
よ
う
に
、
知
行
所
給
与
の
「
四
つ
物
成
」
が
、
現
米
八
O
石
に
対
応
す
る
。
「
手
覚
書
」
に
は
こ
の
経
緯
が
記
さ
れ
る
。
元
禄
四
未
年
正
月
、
両
御
組
与
力
、
唯
今
迄
地
方
一
一
而
取
来
候
処
、
今
度
御
文
学
部
論
集
第
九
十
号
(
二
O
O六
年
三
月
)
蔵
米
ニ
御
引
替
被
下
候
問
、
知
行
所
之
書
付
、
御
勘
定
所
迄
御
差
出
被
成
候
様
、
御
下
知
書
を
以
被
何
渡
、
右
ニ
付
、
当
未
年
占
四
ツ
物
成
之
積
、
頭
之
裏
判
手
形
を
以
御
渡
可
有
之
段
、
御
蔵
奉
行
衆
江
御
老
中
方
御
証
文
を
以
被
仰
渡
候
段
、
記
録
ニ
相
見
、
当
時
二
月
・
五
月
・
十
月
コ
マ
ヶ
度
之
割
合
、
四
ツ
物
成
、
現
米
都
合
八
拾
石
宛
頂
戴
仕
候
。
こ
こ
に
は
切
り
替
え
の
手
続
き
と
し
て
、
そ
れ
ま
で
の
知
行
所
の
書
付
を
勘
定
所
ま
で
差
し
出
し
た
後
、
「
四
ツ
物
成
」
で
の
現
米
支
給
が
老
中
か
ら
御
蔵
奉
行
衆
あ
て
に
言
い
渡
さ
れ
る
と
記
さ
れ
、
支
給
は
二
月
・
五
月
・
三
月
の
年
三
回
で
(
幻
)
あ
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
る
。
八
固
定
保
の
由
緒
書
に
も
元
禄
四
年
か
ら
の
切
米
へ
の
切
り
替
え
が
記
さ
れ
る
。
一
地
方
ニ
而
被
下
置
候
与
力
知
行
之
儀
向
後
四
ツ
物
成
之
積
一
一
而
御
切
米
ニ
御
引
替
被
下
置
候
旨
、
元
禄
四
辛
未
年
正
月
老
中
方
占
被
仰
渡
候
旨
、
小
田
切
土
佐
守
殿
被
申
渡
候
事
、
こ
の
切
り
替
え
は
ま
た
役
職
の
性
格
の
重
大
な
変
化
で
あ
っ
た
。
こ
れ
以
降
、
軍
役
か
ら
の
業
務
よ
り
も
行
政
実
務
官
的
な
執
務
が
強
調
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
『
徳
川
実
紀
』
に
は
元
禄
四
年
の
記
事
に
、
「
正
月
廿
六
日
、
大
坂
の
町
奉
行
へ
役
料
千
五
百
俵
た
ま
は
る
。
与
力
等
来
邑
を
改
て
康
米
を
給
ふ
へ
き
旨
令
せ
ら
る
」
と
あ
る
。
こ
の
と
き
与
力
だ
け
で
は
な
く
、
大
坂
町
奉
行
の
役
料
も
一
五
O
O
俵
(
四
斗
俵
で
あ
れ
ば
約
六
O
O石
に
相
当
)
に
改
め
ら
れ
た
。
た
だ
し
本
来
の
知
行
は
地
方
知
行
の
ま
ま
で
あ
っ
た
。
地
方
知
行
の
廃
止
は
、
延
宝
五
年
ご
六
七
七
)
か
ら
七
年
に
施
行
さ
れ
た
延
宝
検
地
結
果
の
適
用
と
対
応
し
て
い
る
。
在
方
で
は
延
宝
検
地
に
よ
る
年
貢
賦
課
と
徴
収
が
元
禄
二
年
か
ら
始
ま
り
、
四
年
は
延
宝
七
年
に
相
当
す
る
。
大
坂
町
奉
大
坂
町
奉
行
所
に
お
け
る
与
カ
・
同
心
体
制
の
確
立
(
渡
漫
忠
司
)
行
の
役
料
と
与
力
給
与
の
切
米
へ
の
切
り
替
え
は
、
畿
内
代
官
の
粛
清
を
は
じ
め
と
す
る
元
禄
期
の
勘
定
奉
行
所
機
構
の
改
変
と
、
そ
れ
に
関
係
す
る
遠
国
奉
行
と(お
)
畿
内
西
国
支
配
の
支
配
・
統
制
機
構
の
改
変
の
現
れ
と
影
響
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
二
、
与
力
・
同
心
の
家
職
化
と
世
襲
的
相
続
(
一
)
与
力
「
職
」
の
世
襲
的
相
続
地
付
・
土
着
化
が
与
力
・
同
心
業
務
の
安
定
的
維
持
の
基
盤
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
形
は
職
務
の
世
襲
化
で
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
与
力
の
職
務
は
も
と
も
と
は
世
襲
で
は
な
く
、
奉
行
は
交
代
す
る
が
、
与
力
は
居
残
っ
て
職
務
を
継
続
す
る
と
い
う
家
臣
関
係
の
な
い
こ
と
か
ら
生
じ
た
事
態
で
あ
る
。
正
確
に
い
え
ば
、
世
襲
的
な
職
務
相
続
方
式
が
あ
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
る
が
、
世
襲
的
相
続
は
与
の
地
付
・
土
着
化
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
出
来
上
が
っ
た
独
特
力
(
お
よ
び
同
心
)
の
業
務
形
態
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
与
力
職
務
の
世
襲
的
職
務
へ
の
変
化
要
因
は
土
着
化
の
そ
れ
ら
と
'
ほ
ぽ
重
な
る
。
そ
の
一
つ
は
、
大
坂
町
奉
行
と
与
力
・
同
心
に
家
臣
関
係
が
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
大
坂
町
奉
行
所
与
力
・
同
心
で
は
あ
っ
て
も
、
大
坂
町
奉
行
与
力
・
同
心
と
は
呼
べ
な
い
関
係
で
あ
っ
た
。
二
つ
は
、
地
方
知
行
の
廃
止
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
、
与
力
の
職
務
は
軍
役
的
な
側
面
か
ら
日
常
的
な
治
安
・
警
察
業
務
、
ま
た
行
政
的
業
務
へ
専
門
職
化
し
、
家
職
化
し
た
。
こ
れ
ら
が
与
力
の
地
付
・
土
着
化
の
要
因
で
あ
る
と
と
も
に
、
こ
こ
に
与
力
の
世
襲
的
系
譜
の
根
拠
が
あ
る
が
、
家
職
化
と
世
襲
的
相
続
を
促
進
し
た
相
乗
的
な
要
因
で
あ
っ
た
。
奉
行
と
家
臣
関
係
の
な
い
こ
と
が
、
奉
行
の
交
代
ご
と
に
誓
詞
を
取
り
交
わ
す
「
契
約
」
関
係
に
近
い
勤
務
状
態
を
産
み
出
し
た
の
で
あ
る
。
四
慶
安
元
年
(
一
六
四
八
)
久
員
正
俊
の
死
去
後
、
東
町
奉
行
に
松
平
隼
人
正
重
次
が
赴
任
し
た
。
こ
の
後
、
大
坂
町
奉
行
は
東
西
と
も
に
江
戸
か
ら
赴
任
し
、
不
定
期
の
任
期
を
全
う
し
て
帰
府
す
る
勤
務
形
態
が
定
着
す
る
。
奉
行
は
交
代
を
繰
り
返
し
、
不
時
の
軍
務
と
し
て
の
特
色
を
残
し
な
が
ら
幕
末
に
至
る
。
与
力
と
し
て
の
赴
任
は
大
坂
町
奉
行
と
の
家
臣
関
係
か
ら
で
は
な
く
、
将
軍
へ
の
軍
役
で
あ
っ
た
か
ら
、
そ
の
関
係
は
番
組
の
頭
(
指
揮
官
)
と
兵
士
の
関
係
で
あ
っ
た
。
初
代
東
町
奉
行
久
買
の
交
代
を
契
機
に
、
奉
行
も
「
不
時
御
用
」
へ
の
備
え
よ
り
も
行
政
官
と
し
て
不
定
期
間
赴
任
す
る
形
態
と
な
っ
た
こ
と
と
相
倹
っ
て
、
与
力
は
大
坂
在
住
の
ま
ま
役
務
を
引
き
継
ぐ
「
世
襲
」
の
態
様
に
な
り
、
与
力
職
と
し
て
家
職
化
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
加
え
、
与
力
・
同
心
が
大
坂
に
屋
敷
を
与
え
ら
れ
た
こ
と
も
、
家
職
化
と
世
襲
的
相
続
に
拍
車
を
か
け
た
。
「
屋
敷
拝
領
」
の
経
緯
を
み
る
と
、
江
戸
の
与
力
・
同
心
が
内
藤
新
宿
・
青
山
宿
で
屋
敷
を
与
え
ら
れ
、
そ
れ
を
知
っ
た
大
坂
の
与
力
・
同
心
が
同
様
の
要
望
を
出
し
、
天
満
川
崎
村
(
大
阪
市
北
区
)
の
地
域
に
、
与
力
に
四
八
O
坪
、
同
心
に
二
O
O坪
宛
が
与
え
ら
れ
た
。
こ
れ
は
今
に
続
く
与
力
町
・
同
心
町
の
始
ま
り
で
も
あ
る
。
そ
の
広
さ
も
元
禄
以
後
は
『
大
坂
町
奉
行
管
内
要
覧
』
『
手
鑑
・
手
鑑
拾
遺
』
『
大
坂
町
奉
行
所
旧
記
』
な
ど
に
よ
る
と
、
「
東
西
組
与
力
六
拾
人
、
屋
敷
惣
坪
数
三
万
坪
、
但
壱
人
ニ
付
五
百
坪
宛
」
と
あ
り
、
一
人
五
百
坪
の
屋
敷
が
東
西
三
O
騎
(
三
O
家
)
に
地
割
さ
れ
、
配
給
さ
れ
た
。
同
様
に
、
同
心
の
役
宅
も
東
西
一
O
O人
に
二
万
坪
、
一
人
当
た
り
二
O
O坪
が
与
え
ら
れ
て
い
た
。
『
浪
花
袖
鑑
』
や
『
御
役
録
』
に
は
、
与
力
・
同
心
一
人
(
却
)
一
人
の
名
前
と
屋
敷
位
置
が
記
さ
れ
て
い
る
。
与
力
屋
敷
の
給
付
は
、
与
力
の
知
行
二
O
O石
が
「
不
時
」
の
御
用
に
必
要
な
人
足
の
確
保
の
た
め
に
地
方
知
行
で
給
与
さ
れ
た
こ
と
と
関
係
し
て
い
る
。
二
O
O
石
の
知
行
に
は
、
人
足
の
ほ
か
に
幕
府
の
軍
役
基
準
か
ら
、
自
分
以
外
に
常
に
五
人
の
家
来
を
抱
え
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
た
か
ら
、
屋
敷
の
広
さ
は
家
来
を
維
持
す
る
た
め
に
も
必
要
な
措
置
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
与
力
・
同
心
の
役
宅
も
元
和
五
年
の
大
坂
町
奉
行
所
創
設
と
同
時
に
設
定
さ
れ
た
と
見
て
よ
い
。
最
初
は
天
満
川
崎
村
内
で
望
み
次
第
に
与
え
る
と
言
い
渡
さ
れ
た
が
、
「
当
分
囲
」
い
で
あ
っ
て
安
定
的
な
給
与
で
は
な
か
っ
た
。
不
都
合
な
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
、
与
力
が
江
戸
の
与
力
・
同
心
の
事
例
に
従
っ
て
新
た
に
要
望
し
て
、
獲
得
し
た
屋
敷
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
生
活
拠
点
の
安
定
的
な
確
保
に
つ
な
が
り
、
「
家
」
の
継
続
と
職
務
の
世
襲
化
の
根
拠
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
(
ニ
)
同
心
の
出
自
と
職
務
の
世
襲
的
相
続
与
力
に
対
し
同
心
は
、
そ
の
当
初
か
ら
地
付
・
土
着
の
出
自
を
も
っ
て
い
た
が
、
職
務
は
世
襲
で
は
な
か
っ
た
。
同
心
は
東
西
そ
れ
ぞ
れ
五
O
人
、
合
計
一
O
O人
が
配
置
さ
れ
た
。
与
力
は
騎
数
、
同
心
は
人
数
で
表
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
与
力
と
は
そ
の
当
初
か
ら
異
な
っ
た
位
置
づ
げ
で
あ
っ
た
。
給
与
は
一
O
両
三
人
扶
持
で
、
最
初
か
ら
扶
持
米
取
で
あ
る
。
し
か
も
与
力
が
江
戸
か
ら
奉
行
の
配
下
と
し
て
、
軍
役
と
同
じ
よ
う
に
「
出
陣
」
と
し
て
の
位
置
づ
け
で
あ
っ
た
が
、
同
心
は
大
坂
町
中
か
ら
の
雇
い
入
れ
で
あ
り
、
「
抱
入
」
で
あ
っ
た
。
基
本
的
に
は
一
代
限
り
の
雇
用
契
約
で
あ
っ
た
か
ら
、
本
来
職
務
の
世
襲
的
相
続
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
同
心
も
与
力
と
同
じ
く
世
襲
的
相
続
が
当
然
の
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
次
に
こ
の
背
景
を
検
証
し
て
お
き
た
い
。
文
学
部
論
集
第
九
十
号
(
一
一
O
O六
年
三
月
)
『
金
言
抄
』
に
は
、
同
心
は
当
初
町
人
に
よ
る
紹
介
と
請
人
に
よ
る
「
御
雇
」
と
い
う
、
大
坂
市
中
の
町
人
と
か
か
わ
り
の
あ
っ
た
武
士
が
大
坂
町
奉
行
創
設
時
に
新
た
に
雇
一
い
入
れ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
こ
と
を
記
す
。
こ
の
初
代
が
支
そ
の
子
供
が
新
規
に
抱
え
入
れ
ら
れ
職
務
を
障
な
く
雇
一
周
期
間
を
勤
め
切
れ
ば
、
相
続
し
、
与
力
の
世
襲
的
相
続
と
同
じ
抱
入
の
方
式
と
な
っ
た
。
そ
の
勤
務
は
最
初
か
ら
契
約
関
係
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
そ
の
後
与
力
と
同
様
に
見
習
で
の
出
仕
の
形
式
が
取
ら
れ
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
新
規
抱
入
(
実
質
は
世
襲
的
相
続
)
の
慣
例
が
出
来
上
が
っ
て
い
た
。
『
金
言
抄
』
に
は
そ
そ
の
経
緯
が
記
さ
れ
て
い
る
。
以
下
、
関
連
の
箇
所
を
抽
出
し
て
お
く
。
①
但
、
御
組
同
心
之
儀
者
町
人
請
状
を
以
御
抱
入
之
も
の
ニ
而
御
座
候
処
、
相
止
ミ
候
年
月
等
支
配
之
手
元
古
来
之
書
留
無
御
座
候
付
不
相
分
候
得
共
、
先
年
天
満
友
古
町
町
人
油
屋
利
兵
衛
与
申
者
両
御
組
同
心
之
請
人
ニ
相
立
居
候
趣
ハ
兼
而
及
承
候
も
の
茂
有
之
、
②
乍
併
無
別
状
相
勤
御
暇
相
願
候
も
の
者
直
ニ
其
枠
御
抱
入
被
仰
付
候
ニ
付
、
元
和
年
中
以
来
苗
字
連
綿
相
続
仕
候
者
多
分
有
之
、
右
御
暇
井
被
仰
渡
御
模
様
等
古
来
之
通
相
替
候
儀
無
御
座
候
、
③
尤
枠
見
習
之
儀
者
前
々
ハ
御
雇
与
唱
、
御
無
人
之
時
ニ
二
男
三
男
迄
も
被
召
出
御
雇
給
被
下
、
其
後
見
習
与
申
唱
ニ
御
改
、
只
今
之
通
御
扶
持
給
銀
被
下
、
二
男
三
男
被
召
出
候
儀
も
次
第
中
絶
ニ
罷
成
、
近
年
見
習
勤
之
外
ニ
古
格
ニ
準
し
御
雇
勤
之
者
出
来
仕
候
様
罷
成
、
④
E
前
々
ハ
御
用
見
習
与
申
儀
無
御
座
候
処
、
近
年
同
心
共
追
々
相
願
上
、
与
力
同
様
ニ
御
用
見
習
之
者
被
仰
付
候
様
相
成
、
五
大
坂
町
奉
行
所
に
お
け
る
与
力
・
同
心
体
制
の
確
立
(
渡
漫
忠
司
)
⑤
勿
論
与
力
与
ハ
勤
方
万
事
之
高
下
御
座
候
儀
ニ
ハ
候
得
共
、
与
力
之
古
格
相
省
候
ニ
見
競
候
得
者
、
同
心
之
格
者
御
会
釈
万
事
古
来
与
者
追
々
模
様
宜
敷
罷
成
候
事
、
今
の
と
こ
ろ
町
人
が
紹
介
し
た
武
士
の
系
譜
は
不
明
で
あ
り
、
同
心
の
由
緒
書
も
そ
の
点
を
記
し
て
い
る
事
例
は
見
ら
れ
な
い
。
請
状
を
取
ら
な
く
な
っ
た
時
期
は
不
明
で
あ
る
と
し
て
い
る
が
、
不
要
と
な
っ
た
と
き
に
、
与
力
と
同
じ
家
職
化
・
世
襲
的
相
続
へ
転
換
し
た
と
い
え
よ
う
。
①
は
そ
の
こ
と
を
記
し
て
い
る
が
、
そ
の
意
味
で
は
、
同
心
は
当
初
か
ら
地
付
・
土
着
あ
る
い
は
大
坂
に
関
係
し
た
武
士
で
編
成
さ
れ
て
い
た
。
支
障
な
く
勤
務
を
終
え
た
者
は
そ
の
子
供
が
新
た
に
抱
え
入
れ
ら
れ
た
。
②
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
元
和
五
年
ご
六
一
九
)
以
来
、
同
様
の
仕
方
で
連
綿
と
続
く
同
心
の
家
系
も
あ
っ
た
。
こ
の
方
式
に
よ
る
暇
願
や
新
規
の
抱
入
も
、
服
部
元
春
が
『
金
言
抄
』
を
筆
写
し
た
寛
政
一
O
年
(
一
七
九
八
)
時
点
ま
で
変
わ
り
な
く
維
持
さ
れ
、
幕
末
慶
応
三
年
(
一
八
六
七
)
七
月
の
大
坂
町
奉
行
所
改
組
ま
で
継
続
し
て
い
た
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
③
で
は
子
供
が
見
習
で
あ
る
時
期
は
「
御
雇
L
で
あ
り
、
入
手
の
足
ら
な
い
と
き
は
二
男
・
三
男
も
雇
い
入
れ
ら
れ
た
こ
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。
④
で
は
、
「
御
用
見
習
」
の
慣
例
は
な
か
っ
た
が
、
同
心
の
願
に
よ
っ
て
与
力
の
見
習
と
同
じ
方
式
が
採
用
さ
れ
た
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
同
心
は
町
人
の
請
人
に
よ
る
「
抱
入
」
、
子
供
へ
の
受
け
継
ぎ
と
世
襲
化
で
専
門
職
化
と
家
職
化
、
与
力
に
類
似
し
た
雇
用
関
係
を
作
り
上
げ
た
。
⑤
で
は
、
勤
務
状
態
は
同
心
が
与
力
の
勤
務
を
見
本
に
す
る
こ
と
で
、
古
来
に
比
べ
勤
務
状
態
の
改
善
が
あ
っ
た
と
記
し
て
い
る
。
し
か
し
一
O
両
三
人
扶
持
と
い
う
給
与
は
創
~ 
ノ、
設
当
初
か
ら
変
わ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
同
心
の
給
与
支
給
の
あ
り
方
そ
の
も
の
が
町
方
の
奉
公
人
雇
用
関
係
に
近
い
状
態
で
あ
っ
た
こ
と
を
表
示
し
て
い
る
。
奉
行
屋
敷
で
の
同
心
の
勤
務
内
容
は
与
力
の
そ
れ
に
準
じ
て
い
た
か
ら
、
役
職
名
や
勤
務
分
担
・
勤
務
順
序
も
ほ
ぽ
同
じ
で
あ
っ
た
。
ま
た
勤
務
状
況
の
向
上
が
同
心
自
身
の
努
力
に
よ
っ
て
い
る
こ
と
、
そ
れ
に
よ
っ
て
向
心
の
格
が
古
来
に
比
べ
て
良
く
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。
み
て
き
た
よ
う
に
、
同
心
は
最
初
か
ら
大
坂
町
中
に
関
係
し
た
出
自
と
土
着
牲
を
持
つ
が
、
与
力
は
当
初
は
御
徒
・
鉄
砲
足
軽
な
ど
江
戸
か
ら
の
赴
任
で
あ
っ
た
。
そ
の
与
力
の
土
着
化
を
進
め
た
要
因
に
は
、
役
宅
の
給
与
、
業
務
の
専
門
職
化
の
ほ
か
知
行
取
か
ら
蔵
米
取
へ
の
切
り
替
え
な
ど
が
あ
っ
た
。
特
に
重
要
な
こ
と
は
、
旗
本
で
あ
る
奉
行
の
家
臣
団
で
は
な
く
、
奉
行
役
屋
敷
(
役
宅
)
常
駐
の
実
務
警
備
集
団
と
し
て
配
置
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
奉
行
は
不
定
期
な
勤
務
期
間
が
終
わ
れ
ば
、
役
職
を
離
れ
自
ら
の
家
臣
を
引
き
連
れ
て
江
戸
に
帰
る
が
、
与
力
・
同
心
は
留
守
と
な
っ
た
役
宅
の
保
全
と
関
連
地
域
の
警
護
の
た
め
に
待
機
す
る
。
こ
れ
が
繰
り
返
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
与
力
・
同
心
の
世
襲
的
な
職
務
の
引
継
が
出
来
上
が
っ
て
い
く
。
こ
の
変
化
は
寸
五
気
談
」
に
、
武
術
は
支
配
国
へ
の
出
役
御
用
、
非
常
の
討
ち
物
・
捕
り
物
な
ど
の
た
め
に
備
え
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
に
加
え
て
裁
判
・
吟
味
の
際
の
判
断
に
必
要
な
知
識
の
習
得
、
ま
た
寺
社
家
・
医
者
・
学
者
に
侮
ら
れ
な
い
た
め
の
学
識
・
道
理
を
得
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
し
て
、
習
得
が
強
調
(
却
)
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
一
、
与
力
・
同
心
体
制
の
成
立
(
一
)
与
力
三
O
騎
態
勢
の
確
立
大
坂
町
奉
行
所
の
実
務
体
制
に
と
っ
て
与
力
・
同
心
の
存
在
は
不
可
欠
で
あ
る
。
特
に
与
力
の
地
付
・
土
着
化
は
そ
の
役
割
の
重
要
さ
を
増
幅
し
た
。
そ
の
う
え
で
、
実
務
体
制
を
考
え
る
際
に
、
も
う
一
つ
検
証
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
事
柄
が
与
力
の
騎
数
で
あ
る
。
こ
れ
は
す
で
に
『
大
阪
市
史
』
ほ
か
で
三
O
騎
が
定
数
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
創
立
当
初
に
は
二
五
騎
で
あ
っ
た
と
す
る
先
行
研
究
も
あ
る
。
必
ず
し
も
確
定
し
て
い
な
い
。
こ
れ
を
再
度
検
証
し
て
お
こ
う
。
大
坂
両
町
奉
行
の
与
力
が
そ
れ
ぞ
れ
三
O
騎
と
な
っ
た
時
期
は
、
記
録
で
は
慶
安
元
年
(
一
六
四
八
)
以
降
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
は
、
創
設
当
初
の
三
O
騎
を
は
(
甜
)
一
定
し
て
い
な
い
。
こ
れ
は
西
じ
め
二
五
騎
・
三
五
騎
な
ど
の
記
録
が
見
ら
れ
、
町
奉
行
嶋
田
直
時
の
頓
死
で
西
町
の
与
力
が
離
散
し
た
た
め
で
、
騎
数
は
記
録
で
は
慶
安
元
年
に
至
る
ま
で
不
定
で
あ
っ
た
と
み
て
よ
い
。
ま
ず
与
力
騎
数
が
三
O
騎
に
な
っ
た
経
過
を
み
よ
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
『
金
言
抄
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
「
河
内
国
之
内
壱
万
六
千
石
之
郷
帳
」
(
以
下
「
郷
帳
」
)
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。
こ
れ
は
元
和
五
年
(
一
六
一
九
)
そ
こ
で
、
八
月
二
六
日
付
け
の
役
高
と
知
行
の
記
録
で
あ
る
。
奥
書
に
二
五
騎
と
あ
る
。
高
都
合
壱
万
六
千
石
右
之
内
三
千
石
同嶋
人田
同清
心左
給衛
門
五
千
石
此
五
千
石
を
弐
拾
五
騎
ニ
割
弐
百
石
ニ
相
当
り
候
、
三
千
石
久
貝
忠
三
郎
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五
千
石
同
人
同
心
給
前
ニ
同
断
以
上
右
之
分
当
未
年
分
可
有
御
渡
候
、
以
上
、
元
和
五
年
八
月
廿
六
日
伊
丹
喜
之
助
印
松
平
右
衛
門
佐
印
佐
野
主
馬
印
小
堀
遠
江
守
殿
五
味
金
右
衛
門
殿
こ
れ
に
よ
る
と
、
元
和
五
年
の
時
点
で
与
力
は
東
西
そ
れ
ぞ
れ
二
五
騎
で
あ
っ
た
。
知
行
は
大
坂
町
奉
行
と
と
も
に
、
河
内
国
交
野
郡
三
一
ヵ
村
で
一
万
五
四
二
一
石
八
升
、
讃
良
郡
に
三
ヵ
村
で
四
八
O
石
六
斗
一
升
八
合
が
配
置
さ
れ
て
い
る
(表
2
)
。
こ
れ
が
久
員
・
嶋
田
の
知
行
分
と
「
同
心
給
」
つ
ま
り
与
力
給
に
分
け
て
記
さ
れ
、
地
方
知
行
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
「
手
覚
書
」
に
は
、
最
初
三
O
騎
、
次
に
願
い
出
て
三
五
騎
に
な
り
、
西
町
奉
行
嶋
田
直
時
の
死
去
に
よ
っ
て
西
御
組
与
力
は
退
散
、
曽
我
丹
波
守
が
西
町
に
就
任
し
た
と
き
西
御
組
が
二
五
騎
と
な
り
、
さ
ら
に
久
買
が
死
去
後
に
西
組
へ
五
騎
を
回
し
て
東
西
三
O
騎
宛
に
な
っ
た
と
記
し
て
い
る
。
一
両
御
組
与
力
最
初
ハ
三
拾
騎
宛
一
一
而
、
其
後
依
御
願
拾
騎
相
増
三
拾
五
騎
宛
之
処
、
越
前
守
殿
御
死
去
後
西
御
組
与
力
退
散
仕
、
其
後
丹
波
守
殿
被
仰
付
候
節
西
御
組
与
力
弐
拾
五
騎
御
抱
入
ニ
相
成
、
猶
亦
因
幡
守
殿
御
死
去
後
東
御
組
与
力
五
騎
西
御
組
江
被
加
三
拾
騎
宛
ニ
被
仰
付
候
問
、
こ
の
経
緯
は
、
騎
数
は
別
に
し
て
妥
当
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
西
町
与
力
七
大
坂
町
奉
行
所
に
お
け
る
与
カ
・
同
心
体
制
の
確
立
(
渡
遺
忠
司
)
の
場
合
は
、
通
説
か
ら
み
れ
ば
当
初
三
O
騎
、
三
五
騎
、
寛
永
五
年
(
一
六
二
八
)
に
西
町
奉
行
嶋
田
越
前
守
直
時
の
死
去
(
頓
死
)
で
一
時
浪
人
・
退
散
、
寛
永
一
一
年
曽
我
丹
波
守
古
祐
の
西
町
奉
行
就
任
で
二
五
騎
で
復
活
、
慶
安
元
年
に
東
町
の
久
目
(
因
幡
守
正
俊
の
死
去
で
東
か
ら
五
騎
を
移
し
、
一
ニ
O
騎
と
な
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
同
様
に
、
東
町
与
力
の
場
合
は
一
ニ
O
騎
か
ら
三
五
騎
、
寛
永
五
年
か
ら
慶
安
元
年
の
久
貝
死
去
ま
で
三
五
騎
、
死
去
と
と
も
に
五
騎
を
西
町
に
回
し
コ
一
O
騎
と
な
り
、
以
後
こ
れ
で
固
定
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
元
和
五
年
八
月
二
六
日
付
け
の
記
録
で
は
、
奉
行
の
知
行
高
が
そ
れ
ぞ
れ
三
千
石
、
そ
の
「
同
心
給
」
と
し
て
五
千
石
が
書
き
上
げ
ら
れ
、
「
此
五
千
石
を
弐
拾
五
騎
ニ
割
弐
百
石
ニ
相
当
り
候
」
と
但
し
書
き
さ
れ
て
お
り
、
与
力
の
知
行
二
O
O
石
で
二
五
騎
分
し
か
確
か
め
ら
れ
な
い
。
騎
数
に
つ
い
て
は
久
員
正
俊
の
家
譜
に
も
注
意
し
て
お
き
た
い
。
元
和
九
年
の
増
騎
で
あ
る
。
こ
の
年
は
秀
忠
の
上
洛
が
あ
り
、
増
騎
は
そ
の
関
係
と
み
ら
れ
る
が
、
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
に
は
、
「
河
内
国
交
野
郡
の
う
ち
に
し
て
三
千
石
を
知
行
す
。
こ
の
と
き
与
力
・
同
心
を
預
け
ら
る
。
九
年
、
ま
た
与
力
十
騎
を
あ
っ
け
，
ら
る
」
と
あ
る
。
さ
き
の
郷
帳
に
み
ら
れ
る
最
初
二
五
騎
を
前
提
に
す
る
と
、
元
和
九
年
に
三
五
騎
と
な
っ
た
こ
と
に
な
る
。
「
手
覚
書
」
に
も
「
願
」
に
よ
り
東
西
と
も
に
三
五
騎
に
な
っ
た
と
記
す
が
、
久
員
の
家
譜
と
照
合
す
る
と
、
こ
れ
は
元
和
九
年
の
こ
と
で
、
増
騎
は
東
町
だ
け
と
な
る
。
与
力
は
通
説
で
は
当
初
三
O
騎
で
あ
る
が
、
確
か
な
こ
と
は
大
坂
町
奉
行
創
設
当
初
は
二
五
騎
で
あ
り
、
東
西
奉
行
所
と
も
に
与
力
騎
数
が
記
録
上
で
三
O
騎
と
な
っ
た
時
点
は
慶
安
元
年
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
東
西
で
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た
経
緯
を
た
ど
っ
て
固
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
/¥ 
問
題
は
創
設
当
初
の
騎
数
二
五
騎
と
、
寛
永
一
一
一
年
の
両
組
与
力
総
数
が
六
五
騎
で
あ
っ
た
と
す
る
記
録
で
あ
る
。
寛
永
一
二
年
、
幕
府
は
諸
大
名
も
含
め
て
譜
代
困
窮
者
に
思
代
金
貸
与
を
触
れ
出
し
た
。
『
金
言
抄
』
に
よ
る
と
、
こ
の
と
き
東
西
の
与
力
・
同
心
も
一
O
年
の
返
済
期
限
で
与
力
五
O
両
、
同
心
五
両
の
貸
与
を
受
け
た
。
西
町
奉
行
が
曽
我
丹
波
守
古
祐
の
任
命
で
復
活
し
た
翌
年
で
あ
る
。
一
寛
永
十
二
乙
亥
年
大
小
名
衆
者
勿
論
、
御
切
米
拝
領
之
輩
迄
困
窮
之
者
ニ
相
応
ニ
御
金
可
被
借
下
旨
被
何
出
、
両
組
共
与
力
者
五
拾
両
、
同
心
者
五
両
宛
拾
年
ニ
可
致
返
納
由
一
一
而
御
金
請
取
候
、
御
証
文
申
詰
候
、
因
幡
守
殿
与
力
芦
谷
源
兵
衛
、
曽
我
丹
波
守
殿
与
力
仁
木
八
郎
左
衛
門
罷
下
り
、
御
証
文
申
請
罷
登
御
金
拝
借
仕
候
事
、
記
録
に
は
、
東
町
与
力
の
名
前
と
そ
の
拝
借
金
が
、
「
金
子
合
千
六
百
五
拾
五
与
力
三
拾
六
人
分
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
表
3
は
そ
の
一
覧
で
あ
る
。
こ
の
両と
き
東
町
与
力
は
三
五
騎
で
あ
っ
た
が
、
証
文
の
写
し
に
は
三
四
人
の
名
前
が
記
さ
れ
て
い
る
。
西
町
与
力
は
省
略
さ
れ
て
い
る
が
、
東
町
与
力
三
四
人
の
う
ち
一
名
(
大
橋
右
衛
門
佐
)
は
本
来
の
与
力
で
は
な
い
と
、
記
録
を
書
き
留
め
た
八
回
が
考
証
し
て
い
る
。
こ
の
一
人
は
「
表
立
不
申
与
力
ニ
被
召
加
候
儀
ニ
も
候
哉
、
同
人
相
除
候
得
ハ
都
合
六
拾
五
騎
ニ
相
成
申
候
事
」
と
断
定
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
寛
永
一
一
一
年
時
点
で
東
西
の
騎
数
総
数
は
「
都
合
六
拾
五
騎
」
か
ら
、
こ
の
時
点
で
東
町
与
力
は
三
五
騎
、
金
子
貸
与
を
受
け
た
実
数
は
三
一
三
騎
で
あ
り
、
欠
員
が
二
騎
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
東
町
与
力
数
三
五
騎
は
、
さ
き
の
久
貝
の
家
譜
に
、
元
和
九
年
の
一
O
騎
増
騎
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
妥
当
性
が
あ
ろ
う
。
八
回
の
考
証
か
ら
東
組
与
力
が
総
数
三
五
騎
(
欠
員
二
騎
)
と
す
れ
ば
、
貸
与
総
額
は
一
六
五
O
両
で
五
両
少
な
い
が
、
記
載
の
「
千
六
百
五
拾
五
両
」
に
ほ
ぽ
相
当
す
る
。
こ
れ
か
ら
す
る
と
、
寛
永
一
一
一
年
の
時
点
で
は
西
が
三
O
騎
、
東
が
三
五
騎
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
西
町
与
力
が
寛
永
一
一
年
に
二
五
騎
で
復
活
と
す
る
と
、
総
計
で
も
六
O
騎
に
し
か
な
ら
な
い
。
ま
た
西
町
与
力
は
、
慶
安
元
年
に
久
員
の
死
去
で
東
町
与
力
か
ら
五
騎
を
移
し
三
O
騎
と
な
っ
た
と
さ
れ
る
が
、
こ
れ
か
ら
逆
算
し
て
も
総
計
は
六
O
騎
で
、
寛
永
二
一
年
に
「
都
合
六
拾
五
騎
」
と
の
不
整
合
が
出
て
く
る
。
ま
た
東
町
与
力
の
場
合
は
、
通
説
の
当
初
三
O
騎
か
ら
考
え
る
と
、
元
和
九
年
の
増
騎
で
四
O
騎
に
な
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
で
あ
れ
ば
、
寛
永
一
一
一
年
の
総
数
六
五
騎
に
は
符
合
す
る
。
し
か
し
八
田
の
考
証
で
は
、
寛
永
一
二
年
の
東
町
与
力
の
騎
数
は
三
五
騎
で
あ
っ
た
か
ら
、
こ
れ
も
妥
当
性
は
薄
い
。
(
東
四
O
騎
、
西
二
五
騎
)
恩貸金拝借与力一覧
系譜
点掛分家筋なし
東組桑原権九郎元祖
東組八回五郎左衛門元祖
東組大西駒蔵元祖
東組牧野平左衛門元祖
東組寺西一郎左衛門元祖
東組工藤七郎右衛門元祖
東組金井塚左源太元祖
東組由比可兵衛元祖
西組小川甚五右衛門元祖
東組片山数右衛門元祖
東組西国八郎右衛門元祖
東組牧野元左衛門元祖
西組勝部弥十郎元祖
表 3
与力名
細谷善兵衛
桑原権右衛門
加部七郎左衛門
芦 谷源兵衛
八回四郎左衛門
安井八郎右衛門
牧源之丞
勝 部平太夫
加部新右衛門
大西理兵衛
牧 平左衛門
寺西文左衛門
工藤次郎右衛門
山田助左衛門
不波加右衛門
田漣源太夫
小川権之助
渡漣助之丞
木村十郎右衛門
中村市左衛門
猪 野勝兵衛
市川甚兵衛
金井塚与右衛門
前嶋庄右衛門
中村甚右衛門
小川藤兵衛
片山一郎兵衛
大橋右衛門佐
西田伊兵衛
西国三郎兵衛
高橋勘兵衛
渡漣源右衛門
註) r金言抄J (大阪市史編纂所蔵)による。
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少
な
く
と
も
こ
れ
ら
の
経
過
か
ら
考
え
る
と
、
西
町
与
力
が
「
三
五
騎
」
と
な
っ
た
こ
と
は
な
く
三
O
騎
が
最
大
騎
数
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
れ
を
整
理
-
解
釈
す
る
と
、
当
初
は
両
町
と
も
二
五
騎
、
元
和
九
年
に
東
町
が
一
O
騎
増
し
で
三
五
騎
、
そ
の
ま
ま
寛
永
五
年
の
嶋
田
頓
死
ま
で
推
移
、
そ
の
後
東
町
与
力
は
元
西
町
与
力
を
抱
え
入
れ
実
数
四
O
騎
に
な
っ
て
い
た
こ
と
、
寛
永
一
一
年
七
月
に
西
町
与
力
が
二
五
騎
で
復
活
、
そ
の
直
後
か
ら
寛
永
一
一
一
年
の
恩
代
金
貸
与
ま
で
に
五
騎
が
東
か
ら
西
に
移
さ
れ
て
三
O
騎
と
三
五
騎
と
な
り
、
記
録
に
み
ら
れ
る
総
計
六
五
騎
と
な
っ
て
い
た
と
見
た
方
が
整
合
性
が
あ
る
。
こ
の
推
測
は
西
組
与
力
が
浪
人
し
た
と
き
、
「
手
覚
書
」
に
「
西
御
組
之
儀
者
越
前
守
殿
御
死
去
之
閥
、
一
日
一
因
幡
守
殿
御
壱
人
之
御
勤
ニ
罷
成
候
節
一
同
浪
人
仕
候
得
共
、
其
頃
東
御
組
之
明
キ
江
被
召
出
、
其
侭
連
綿
相
続
仕
候
者
も
有
之
」
と
あ
る
よ
う
に
、
東
組
与
力
欠
員
の
補
充
と
救
済
の
意
味
合
い
か
ら
、
余
剰
騎
数
と
し
て
召
し
出
さ
れ
た
者
も
い
た
と
み
ら
れ
る
。
こ
れ
は
元
禄
以
前
に
は
、
欠
員
補
充
の
た
め
に
適
宜
新
規
に
雇
い
入
れ
ら
れ
た
者
も
い
た
か
ら
妥
当
性
が
あ
ろ
う
。
大
坂
町
奉
行
の
与
力
三
O
騎
(
東
西
六
O
騎
)
は
定
員
数
で
あ
り
、
欠
員
や
実
数
は
こ
れ
に
常
に
一
致
し
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
。
東
町
の
与
力
は
寛
永
一
一
一
年
の
時
点
で
も
二
名
の
欠
員
が
確
か
め
ら
れ
、
実
数
が
三
O
騎
を
越
え
る
場
合
も
あ
っ
た
。
明
和
五
年
(
一
七
六
八
)
の
『
公
務
日
記
』
で
は
東
組
三
七
の
役
付
の
与
力
が
数
え
ら
れ
る
。
寛
永
一
一
一
年
の
場
合
で
も
、
与
力
騎
数
が
実
数
で
二
五
騎
と
四
O
騎
で
あ
っ
て
も
、
三
O
騎
と
三
五
騎
で
あ
っ
て
も
不
自
然
な
こ
と
で
は
な
い
。
こ
れ
を
前
提
と
す
れ
ば
、
寛
永
一
二
年
の
「
都
合
六
拾
五
騎
」
の
意
味
は
、
西
町
の
与
力
が
前
年
の
一
一
年
に
二
五
騎
で
復
活
し
た
と
き
、
東
町
の
与
力
は
実
数
回
O
騎
で
あ
っ
た
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
西
町
与
力
九
大
坂
町
奉
行
所
に
お
け
る
与
力
・
同
心
体
制
の
確
立
(
渡
漫
忠
司
)
が
二
五
騎
で
復
活
し
た
翌
年
で
あ
る
こ
と
と
の
整
合
性
が
な
い
。
そ
の
う
え
に
立
っ
て
、
寛
永
一
二
年
の
六
五
騎
を
考
え
る
と
、
寛
永
五
年
か
ら
一
O
年
ま
で
の
東
二
年
の
西
町
奉
行
所
復
活
の
与
力
騎
数
は
町
与
力
の
騎
数
は
四
O
騎
に
な
り
、
ニ
五
騎
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
直
後
に
は
す
で
に
東
町
与
力
か
ら
五
騎
が
西
町
へ
移
つ
ま
り
寛
永
一
一
一
年
の
金
子
貸
与
の
時
に
は
、
西
町
与
力
三
O
騎
と
東
町
与
力
三
五
騎
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
慶
安
元
年
、
東
町
奉
行
久
貝
正
俊
が
死
亡
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
検
証
に
よ
れ
ば
、
こ
の
時
ま
で
東
町
与
力
の
騎
数
は
欠
員
が
あ
り
な
が
ら
も
三
五
騎
を
維
持
し
て
い
た
が
、
慶
安
元
年
の
久
員
の
死
亡
を
契
機
に
欠
員
を
切
り
捨
て
る
形
で
、
両
組
与
力
三
O
騎
態
勢
に
移
行
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
以
後
、
東
西
の
定
数
が
三
O
騎
と
し
て
固
定
さ
れ
、
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。一
般
的
に
そ
の
よ
う
に
表
記
さ
れ
普
及
し
は
じ
め
た
と
い
え
よ
う
。
そ
れ
ま
で
は
与
力
の
騎
数
は
創
設
当
初
の
大
坂
町
奉
行
所
の
制
度
・
機
構
的
不
確
定
さ
も
あ
っ
て
、
と
り
あ
え
ず
は
二
五
騎
を
基
準
に
最
大
四
O
騎
を
上
限
に
し
て
、
騎
数
定
数
は
東
西
と
も
不
定
で
あ
っ
た
と
み
た
ほ
う
が
よ
い
。
(
ニ
)
「
御
役
所
御
作
法
」
と
与
力
・
同
心
の
曹
関
大
坂
町
奉
行
所
の
制
度
的
確
立
と
、
与
力
・
同
心
職
の
世
襲
的
相
続
、
家
職
化
は
新
た
な
「
御
役
所
御
作
法
」
を
生
み
出
し
た
。
そ
れ
は
、
与
力
・
同
心
が
新
任
の
奉
行
に
誓
詞
と
御
役
誓
詞
・
加
役
誓
詞
を
提
出
す
る
儀
式
で
あ
っ
た
。
誓
調
は
「
起
請
文
」
で
あ
り
、
い
わ
ば
与
力
・
同
心
の
就
任
式
で
あ
る
。
こ
の
儀
式
に
は
由
緒
書
も
添
え
ら
れ
、
奉
行
と
の
家
臣
関
係
が
な
か
っ
た
た
め
に
、
与
力
・
岡
、
心
職
の
継
続
に
必
要
な
作
法
で
あ
っ
た
。
「
御
役
所
御
作
法
」
の
確
立
時
期
は
不
明
で
あ
る
が
、
与
力
・
同
心
の
地
付
・
四
O 
土
着
化
と
家
職
化
し
た
実
務
態
勢
を
前
提
と
し
、
そ
れ
を
維
持
す
る
た
め
の
儀
式
で
も
あ
っ
た
。
「
子
覚
書
」
に
は
、
こ
の
手
続
き
が
記
さ
れ
る
。
一
御
頭
様
方
御
新
役
被
蒙
何
候
棚
者
、
其
御
組
与
力
仲
間
為
惣
代
申
合
を
以
壱
人
出
府
仕
、
此
諸
入
用
ハ
欠
所
銀
御
払
ニ
相
成
、
且
仲
間
申
合
御
祝
儀
上
ヶ
物
仕
、
随
身
之
御
用
相
伺
、
夫
々
御
自
分
御
用
向
を
も
相
蒙
帰
坂
仕
、
猶
上
坂
之
棚
江
州
大
津
迄
是
ま
た
仲
間
為
惣
代
御
出
迎
仕
、
当
表
御
船
上
之
節
茂
両
御
組
与
力
・
同
心
其
外
役
掛
り
御
出
迎
之
も
の
披
露
等
仕
、
其
後
御
役
所
御
作
法
向
万
事
右
惣
代
之
も
の
江
御
相
談
等
も
有
之
、
新
任
奉
行
と
対
面
に
向
け
た
与
力
仲
間
惣
代
の
出
府
、
着
任
の
祝
儀
、
大
津
ま
で
の
出
迎
え
と
と
も
に
、
「
御
役
所
御
作
法
」
に
従
っ
て
、
与
力
・
同
心
は
由
緒
書
・
親
類
書
・
勤
書
・
「
盟
一
百
詞
」
お
よ
び
御
役
・
加
役
誓
詞
を
差
し
出
し
た
。
こ
と
勤
務
の
関
係
が
結
ば
れ
、
職
務
が
継
れ
に
よ
っ
て
新
た
な
雇
い
入
れ
(
抱
入
)
続
さ
れ
る
。
響
一
口
詞
の
提
出
は
与
力
・
同
心
が
地
付
・
土
着
化
し
た
証
で
も
あ
り
、
世
襲
的
相
続
の
重
要
な
儀
礼
で
も
あ
る
が
、
新
任
奉
行
に
と
っ
て
も
与
力
・
同
心
に
滞
り
な
く
実
務
を
遂
行
さ
せ
る
た
め
に
は
、
避
け
ら
れ
な
い
役
所
作
法
、
着
任
の
儀
礼
で
も
あ
っ
た
。
こ
れ
を
明
和
五
年
(
一
七
六
八
)
七
月
に
着
任
し
た
東
町
奉
行
室
賀
山
城
守
正
之
の
事
例
で
確
か
め
て
み
よ
う
。
室
賀
正
之
は
す
で
に
こ
の
年
三
月
に
は
任
命
さ
れ
て
い
た
が
、
着
任
は
七
月
四
日
で
あ
っ
た
。
八
回
定
保
の
記
事
で
は
、
三
日
に
京
都
、
四
日
に
昼
船
に
て
大
坂
到
着
、
大
坂
町
奉
七
月
二
日
に
大
津
着
、
行
所
到
着
は
四
日
の
八
ツ
過
、
ぎ
(
午
後
二
時
過
ぎ
)
で
あ
る
。
奉
行
は
奉
行
所
到
着
後
、
大
書
院
の
聞
で
組
与
力
全
員
と
対
面
し
て
い
る
。
そ
の
面
前
で
、
前
任
の
鵜
殿
長
遣
が
室
賀
正
之
に
組
中
引
き
渡
し
の
挨
拶
を
し
て
、
そ
の
終
了
後
に
与
力
全
員
が
退
出
し
た
。
こ
れ
が
与
力
と
新
任
奉
行
の
初
対
面
の
儀
式
で
あ
っ
た
。
対
面
の
儀
式
後
に
、
奉
行
の
家
老
・
用
人
か
ら
仲
間
惣
代
桑
原
信
右
衛
門
が
寸
御
組
鑓
印
一
二
八
枚
」
を
請
け
取
り
、
信
右
衛
門
以
外
の
与
力
に
一
枚
づ
っ
渡
さ
れ
た
。
こ
の
と
き
組
の
「
御
纏
」
は
公
事
場
に
置
か
れ
て
お
り
、
用
人
・
取
次
ら
か
ら
御
組
・
同
心
ま
で
見
る
よ
う
に
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
東
町
が
出
動
時
の
目
印
の
纏
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
後
、
与
力
そ
れ
ぞ
れ
が
奉
行
役
宅
へ
到
着
の
「
お
悦
び
」
を
伝
え
、
奉
行
家
中
家
老
・
用
人
・
取
次
・
書
翰
へ
も
同
様
の
挨
拶
を
し
て
い
る
。
対
面
の
翌
日
五
日
に
は
、
正
六
ツ
時
に
「
御
頭
」
の
組
へ
の
「
御
目
見
」
が
あ
り
、
与
力
ら
は
袴
羽
織
で
奉
行
所
に
出
て
い
る
。
こ
の
と
き
組
中
か
ら
奉
行
へ
献
上
物
・
祝
儀
が
(
印
)
贈
呈
さ
れ
て
い
る
。
惣
誓
詞
は
、
奉
行
か
ら
恒
例
の
祝
儀
と
返
礼
を
受
け
た
後
、
新
た
な
御
頭
と
の
聞
に
配
下
と
し
て
、
役
職
と
そ
の
忠
実
な
遂
行
の
た
め
に
提
出
さ
れ
る
。
こ
れ
は
与
力
・
同
心
そ
れ
ぞ
れ
が
押
印
の
う
え
、
新
御
頭
に
差
し
出
し
て
い
る
。
奉
行
と
与
力
・
同
心
の
職
務
契
約
で
あ
る
。
こ
の
経
過
を
享
和
三
年
ご
八
O
一
二
)
五
月
の
近
藤
氏
(
三
右
衛
門
・
左
衛
門
)
事
例
に
、
由
緒
書
ほ
か
を
参
考
に
し
な
が
ら
確
か
め
て
お
こ
う
。
『
公
務
日
記
』
に
は
、
明
和
五
年
(
一
七
六
八
)
七
月
二
O
日
、
室
賀
の
家
老
野
村
弾
右
衛
門
か
ら
当
番
与
力
(
八
回
郡
太
夫
)
に
対
し
、
組
中
与
力
の
親
類
書
・
御
役
筋
勤
書
、
絵
図
・
書
物
を
取
り
集
め
て
差
し
出
す
よ
う
に
と
の
申
し
渡
し
が
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。
こ
れ
を
受
け
て
、
二
三
日
に
は
川
役
桑
原
信
右
衛
門
が
組
中
親
類
書
の
認
方
の
形
式
を
確
認
し
て
い
る
。
『
公
務
日
記
』
の
二
四
日
の
記
事
で
は
、
こ
の
認
方
は
以
前
の
通
り
で
、
御
頭
に
よ
る
案
紙
の
一
覧
も
済
ん
文
学
部
論
集
第
九
十
号
(
二
O
O六
年
三
月
)
で
い
た
こ
と
が
知
ら
さ
れ
た
と
あ
る
。
享
和
三
年
の
近
藤
氏
の
記
録
を
み
る
と
、
同
年
二
月
二
五
日
付
け
で
由
緒
書
下
の
廻
状
が
出
さ
れ
、
認
替
え
の
う
え
月
番
与
力
へ
三
月
八
日
ま
で
に
差
し
出
す
こ
と
が
指
示
さ
れ
て
い
る
。
与
力
の
由
緒
書
は
江
戸
で
添
削
を
受
け
、
江
戸
か
ら
の
達
書
と
と
も
に
担
当
与
力
に
伝
え
ら
れ
、
組
中
に
触
れ
出
さ
れ
た
。
組
中
で
は
添
削
を
踏
ま
え
て
加
筆
・
清
書
の
う
え
、
奉
行
の
家
老
他
宛
て
に
提
出
し
て
い
る
。
『
公
務
日
記
』
の
触
に
よ
る
と
、
親
類
名
前
書
は
曾
祖
父
母
よ
り
認
め
、
認
方
は
与
力
支
配
役
の
両
人
が
一
覧
し
た
う
え
で
信
右
衛
門
に
掛
け
合
い
、
若
干
の
文
言
が
変
更
さ
れ
作
成
さ
れ
た
。
安
永
八
年
(
一
七
七
九
)
八
月
に
、
東
町
奉
行
土
屋
駿
河
守
守
直
に
差
し
出
さ
れ
た
「
東
組
与
力
役
人
之
分
勤
人
数
井
役
替
順
覚
書
」
に
は
、
「
御
番
入
」
か
ら
後
の
役
職
経
歴
が
書
き
上
げ
ら
れ
、
安
永
八
年
時
点
で
の
役
職
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
同
年
正
月
に
新
任
の
奉
行
で
赴
任
し
た
土
屋
守
直
の
家
老
に
渡
さ
れ
た
「
御
役
筋
勤
書
」
で
あ
り
、
役
職
に
就
い
て
い
た
与
力
の
経
歴
書
で
あ
る
。
表
紙
に
は
「
土
屋
駿
河
守
殿
家
老
日
置
甚
太
夫
江
相
渡
候
担
」
と
あ
る
。
ま
た
八
田
家
文
書
に
は
、
八
田
氏
の
由
緒
書
の
ほ
か
与
力
近
藤
氏
の
由
緒
書
も
残
さ
れ
て
い
る
。
近
藤
氏
の
由
緒
書
は
享
和
三
年
五
月
改
め
の
控
え
で
あ
る
が
、
誓
約
書
と
同
時
に
親
類
書
・
役
筋
勤
書
と
と
も
に
作
成
さ
れ
た
と
み
ら
れ
、
雛
形
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
明
和
五
年
の
室
賀
正
之
の
事
例
で
は
、
こ
れ
ら
を
終
え
た
後
奉
行
が
一
覧
し
た
う
え
で
、
着
任
か
ら
四
週
間
後
の
七
月
二
八
日
に
は
、
与
力
全
員
の
誓
調
、
惣
誓
調
が
提
出
さ
れ
た
。
こ
の
後
、
役
職
に
就
い
て
い
る
与
力
は
御
役
・
加
役
誓
詞
を
差
し
出
し
、
「
居
判
」
(
据
判
)
し
た
う
え
で
家
老
井
出
為
右
衛
門
へ
渡
さ
れ
た
。
そ
の
礼
式
を
み
る
と
、
惣
誓
詞
の
場
合
は
、
奉
行
所
書
院
に
与
力
が
支
配
両
人
四
大
坂
町
奉
行
所
に
お
け
る
与
力
・
同
心
体
制
の
確
立
(
渡
遁
忠
司
)
や
無
役
・
役
人
(
役
付
与
力
)
を
問
わ
ず
勤
順
に
四
通
り
に
並
び
、
頭
(
奉
仕
)
が
上
之
聞
に
出
座
、
書
翰
役
が
「
起
請
文
」
(
誓
調
)
を
読
み
上
げ
、
「
血
判
」
を
押
し
て
い
く
。
そ
の
順
番
は
上
席
か
ら
済
ま
し
銘
々
退
座
す
る
。
こ
の
と
き
頭
は
す
で
に
退
座
し
て
お
り
、
血
判
終
了
後
に
家
老
が
奥
へ
持
参
し
て
終
わ
る
。
ま
た
「
御
役
之
誓
調
」
は
、
頭
が
書
院
次
之
聞
の
上
之
聞
に
出
座
し
、
役
付
の
与
力
を
家
老
が
役
名
で
呼
び
出
し
、
起
請
文
を
読
み
上
げ
た
う
え
で
血
判
を
し
て
支
配
両
人
役
よ
り
役
頭
へ
渡
し
、
そ
れ
を
書
翰
役
が
受
け
取
っ
て
家
老
へ
渡
し
、
家
老
か
ら
御
頭
へ
差
し
出
す
と
い
う
手
続
き
を
と
る
。
加
役
の
与
力
は
そ
の
後
に
呼
び
出
さ
れ
、
加
役
誓
詞
を
読
み
上
げ
て
血
判
と
い
う
段
取
り
で
あ
る
。
惣
誓
調
・
加
役
誓
調
の
後
、
改
め
て
与
力
一
同
が
書
院
へ
並
び
、
御
礼
を
申
し
上
げ
た
後
で
頭
が
挨
拶
し
て
退
座
と
い
う
運
び
と
な
る
。
さ
ら
に
、
与
力
の
誓
調
提
出
の
後
で
同
心
誓
詞
が
提
出
さ
れ
た
。
同
心
も
御
役
誓
詞
・
加
役
誓
詞
の
差
し
出
し
が
あ
っ
た
が
、
同
心
の
役
人
は
上
役
が
血
判
を
見
届
け
る
だ
け
で
終
わ
る
。
誓
調
の
取
り
交
わ
し
は
、
新
任
奉
行
の
赴
任
ご
と
に
繰
り
返
さ
れ
た
契
約
で
あ
り
、
与
力
・
同
心
と
大
坂
町
奉
行
の
聞
の
儀
礼
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
ま
た
職
務
に
向
か
う
、
赴
任
者
と
迎
え
る
者
と
の
意
識
を
増
幅
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
誓
詞
は
、
家
臣
関
係
に
な
い
奉
行
と
与
力
・
同
心
が
そ
れ
ぞ
れ
の
職
務
を
遂
行
す
る
た
め
に
取
り
交
わ
し
た
契
約
で
あ
っ
た
。
「
御
役
所
御
作
法
」
と
し
て
の
時
期
的
確
定
は
困
難
で
あ
る
が
、
与
力
・
同
心
に
と
っ
て
は
家
職
化
し
た
職
と
身
分
的
安
定
・
確
保
の
た
め
に
、
ま
た
世
襲
的
相
続
の
た
め
に
必
要
な
儀
式
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
お
わ
り
に
大
坂
町
奉
行
所
与
力
は
騎
馬
同
心
と
も
称
さ
れ
、
知
行
高
二
O
O石
の
侍
で
あ
四
る
。
そ
の
出
自
は
歩
兵
・
足
軽
で
あ
り
、
与
力
と
し
て
の
配
属
は
本
来
の
身
分
か
ら
す
れ
ば
破
格
の
昇
進
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
比
べ
同
心
は
当
初
か
ら
雇
用
身
分
で
あ
り
、
与
力
と
は
異
な
っ
た
位
置
づ
け
に
あ
っ
た
。
そ
う
で
あ
り
な
が
ら
、
与
力
-
同
心
は
大
坂
町
奉
行
所
の
訴
訟
・
裁
判
、
治
安
・
警
察
の
実
務
体
制
を
支
え
て
い
た
。
大
坂
町
奉
行
が
業
務
を
遂
行
す
る
た
め
の
実
務
担
当
者
で
あ
っ
た
。
本
稿
は
そ
の
与
力
・
同
心
体
制
の
確
立
期
に
焦
点
を
絞
っ
て
、
基
礎
的
な
事
実
関
係
の
検
証
を
行
っ
た
。
特
に
与
力
に
焦
点
を
当
て
て
、
地
付
・
土
着
化
、
家
職
化
と
世
襲
的
相
続
、
与
力
騎
数
の
変
遷
と
固
定
を
検
証
す
る
こ
と
で
、
与
力
・
同
心
体
制
の
成
立
を
概
観
し
た
。
地
方
知
行
の
給
与
は
軍
事
的
備
え
の
顕
著
な
現
れ
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
元
和
九
年
の
増
騎
が
同
年
の
秀
忠
上
洛
と
関
連
し
て
い
た
こ
と
、
そ
れ
に
伴
う
警
備
・
武
備
増
強
の
一
環
と
み
ら
れ
る
こ
と
で
、
さ
ら
に
配
置
の
意
味
が
、
当
初
は
軍
事
的
側
面
に
あ
っ
た
こ
と
が
み
え
て
こ
よ
う
。
同
様
に
寛
永
一
一
年
の
西
町
奉
行
の
復
旧
は
、
同
年
の
家
光
上
洛
と
徳
川
政
権
の
外
国
船
対
策
の
改
訂
に
関
係
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
再
建
は
家
光
が
大
坂
を
見
分
し
た
後
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
も
ま
た
国
内
外
の
治
安
・
警
察
態
勢
の
整
備
が
必
要
と
の
認
識
か
ら
出
て
い
る
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
翌
寛
永
一
二
年
の
恩
代
金
貸
与
は
そ
の
証
の
一
つ
で
あ
る
。
蔵
米
取
へ
の
切
り
替
え
は
、
徳
川
政
権
の
勘
定
所
機
構
の
改
変
、
地
方
政
策
の
変
更
に
か
か
わ
っ
て
代
官
の
粛
清
が
あ
り
、
延
宝
検
地
結
果
の
年
貢
・
諸
役
賦
課
・
徴
収
へ
の
適
用
が
始
ま
っ
た
こ
と
と
関
連
し
て
い
た
。
代
官
所
機
構
の
改
変
と
関
連
し
た
遠
国
奉
行
機
構
の
改
変
で
あ
り
、
異
な
っ
た
視
点
か
ら
さ
ら
な
る
検
証
が
必
要
な
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
ま
た
与
力
・
同
心
体
制
の
成
立
は
、
こ
こ
で
検
証
し
た
地
付
・
土
着
化
、
家
職
化
と
世
襲
的
相
続
、
与
力
騎
数
の
変
遷
と
固
定
を
踏
ま
え
て
、
そ
の
職
務
の
実
際
を
検
証
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
ろ
う
。
そ
の
実
務
体
制
は
、
本
役
と
加
役
と
い
う
役
職
態
勢
、
お
よ
び
治
安
・
警
察
の
実
働
態
勢
と
し
て
の
「
手
下
」
「
下
聞
」
態
勢
で
遂
行
さ
れ
て
い
た
が
、
次
に
は
こ
の
実
態
の
検
証
が
求
め
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
て
検
討
し
た
い
。
〔注〕
(
1
)
久
須
美
祐
焦
「
浪
花
の
風
」
(
『
日
本
随
筆
大
成
』
第
凹
期
、
第
五
巻
)
。
(
2
)
『
国
史
大
辞
典
』
(
吉
川
弘
文
館
)
お
よ
び
渡
遺
忠
司
『
大
坂
町
奉
行
と
支
配
所
-
支
配
国
』
(
東
方
出
版
、
二
O
O五
)
参
照
。
(
3
)
『
大
阪
市
史
』
第
一
(
大
阪
市
、
明
治
四
三
年
)
。
(
4
)
渡
漫
忠
司
「
大
坂
町
奉
行
を
め
ぐ
る
二
、
三
の
問
題
」
(
『
大
坂
東
町
奉
行
所
与
力
公
務
日
記
』
大
阪
市
史
史
料
第
二
十
三
輯
、
『
同
』
(
続
)
・
第
二
十
六
輯
の
解
題
)
、
白
川
部
達
夫
「
大
坂
町
奉
行
成
立
に
つ
い
て
の
二
、
三
の
問
題
」
(
『
日
本
歴
史
』
第
四
八
一
号
、
一
九
八
九
)
。
(5)
こ
れ
は
奇
妙
な
こ
と
で
あ
る
が
、
大
坂
町
奉
行
、
与
力
・
同
心
に
関
す
る
諸
研
究
を
み
て
も
、
当
然
の
よ
う
に
与
力
・
同
心
は
大
坂
地
付
あ
る
い
は
土
着
の
武
士
と
記
さ
れ
て
い
る
。
『
大
阪
市
史
』
第
一
、
春
原
源
太
郎
『
大
坂
町
奉
行
所
の
訴
訟
と
裁
判
』
、
『
新
修
大
阪
市
史
』
第
三
巻
な
ど
、
い
ず
れ
も
そ
う
で
あ
る
。
筆
者
も
『
町
人
の
都
大
坂
物
語
』
ほ
か
で
同
様
に
記
し
て
い
た
。
(6)
大
阪
市
史
編
纂
所
蔵
。
『
大
坂
東
町
奉
行
所
与
力
公
務
日
記
』
(
大
阪
市
史
史
料
第
二
十
三
輯
)
、
『
同
』
(
続
)
(
同
第
三
十
六
輯
)
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
(
7
)
『
大
阪
市
史
』
第
一
で
指
摘
さ
れ
て
以
来
、
『
新
修
大
阪
市
史
』
第
三
巻
ま
で
、
こ
の
経
緯
は
現
在
で
も
明
ら
か
で
は
な
い
。
史
料
の
不
足
・
未
発
見
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
。
中
部
よ
し
こ
「
近
世
初
期
の
幕
府
の
大
坂
役
職
新
考
」
(
『
大
阪
の
歴
史
』
一
六
号
、
大
阪
市
史
編
纂
所
、
一
九
八
五
)
で
は
、
二
五
騎
か
ら
三
五
騎
、
二
一
O
騎
と
い
う
経
緯
を
提
起
さ
れ
て
い
る
が
、
筆
者
は
東
町
与
力
は
四
O
騎
ま
で
増
加
し
た
こ
と
が
あ
る
と
み
て
い
る
。
(
8
)
曽
根
ひ
ろ
み
「
与
力
・
同
心
論
」
(
神
戸
大
学
教
養
部
紀
要
『
論
集
』
四
O
号)。
現
在
の
と
こ
ろ
、
与
力
・
同
心
の
役
職
に
つ
い
て
の
詳
細
な
研
究
は
こ
れ
以
外
は
見
あ
た
ら
な
い
。
加
役
の
増
加
は
与
力
・
同
心
ら
の
実
務
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
文
学
部
論
集
第
九
十
号
(
二
O
O六
年
三
月
)
を
一
京
す
が
、
そ
れ
が
人
員
の
増
加
で
は
な
く
、
与
力
・
同
心
の
兼
帯
で
処
理
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
騎
数
・
人
員
の
定
数
制
と
そ
れ
に
伴
う
実
務
の
あ
り
方
の
特
色
が
出
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。
別
稿
で
検
討
す
る
。
(
9
)
こ
れ
は
与
力
・
同
心
が
町
方
の
取
締
お
よ
び
刑
事
事
件
に
備
え
る
た
め
役
木
戸
と
長
吏
・
小
頭
を
手
下
と
し
て
配
置
し
て
い
た
。
こ
れ
も
与
力
が
実
務
を
遂
行
す
る
た
め
に
は
必
要
な
態
勢
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
の
検
証
も
別
稿
に
譲
る
。
(
叩
)
『
八
田
氏
由
緒
書
』
(
神
戸
市
立
博
物
館
蔵
八
田
家
文
書
、
大
阪
市
史
史
料
第
三
一
十
三
輯
『
大
坂
町
奉
行
吟
味
伺
書
L
に
収
録
、
大
阪
市
史
編
纂
所
、
平
成
三
年
一
一
月
)
。
(
日
)
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
第
一
O
三
六
。
(
ロ
)
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
巻
第
二
九
O
。
(
日
)
「
宝
暦
十
二
壬
午
年
閏
四
月
私
由
緒
書
之
趣
忠
左
衛
門
様
δ
御
頼
ニ
付
書
抜
仕
江
戸
表
江
差
出
拍
」
と
題
さ
れ
、
『
金
言
抄
』
(
大
阪
市
史
編
纂
所
蔵
)
に
収
載
さ
れ
て
い
る
。
『
金
言
抄
』
は
八
回
五
郎
左
衛
門
定
保
が
書
き
留
め
た
記
録
を
与
力
の
服
部
元
春
が
文
化
四
年
(
一
八
O
七
)
に
書
き
写
し
た
記
録
で
あ
る
。
(H)
『
金
言
抄
』
に
収
録
。
(
日
)
『
金
言
抄
』
に
収
録
。
こ
れ
に
は
、
徳
川
政
権
の
軍
役
規
定
に
対
応
し
た
軍
備
に
つ
い
て
、
詳
細
に
確
認
し
、
そ
れ
が
必
要
で
あ
る
か
ど
う
か
を
尋
ね
て
い
る
。
(
同
)
宝
暦
二
一
年
(
一
七
六
二
)
閏
四
月
の
八
回
の
由
緒
書
(
『
金
言
抄
』
)
に
は
、
こ
の
こ
と
が
あ
え
て
但
書
で
記
さ
れ
て
い
る
。
但
、
大
坂
町
奉
行
与
力
者
不
時
御
用
ニ
付
、
西
国
筋
江
被
差
遣
相
働
候
儀
も
可
有
之
候
故
、
左
様
之
節
者
知
行
所
人
夫
召
連
候
た
め
大
坂
近
所
ニ
而
知
行
所
被
下
置
候
段
秀
忠
公
様
上
意
之
旨
因
幡
守
様
井
御
同
役
嶋
田
越
前
守
殿
被
仰
渡
候
事
、
(
ロ
)
前
出
。
宝
暦
一
二
年
間
四
月
の
由
緒
書
抜
き
書
き
。
(
同
)
八
固
定
保
『
公
務
日
記
』
下
(
大
阪
市
史
編
纂
所
蔵
)
。
翻
刻
は
大
阪
市
史
史
料
第
二
十
六
輯
『
大
坂
東
町
奉
行
所
与
力
公
務
日
記
』
(
大
阪
市
史
編
纂
所
、
一
九
八
九
)
に
収
録
。
(
凹
)
筆
者
は
か
つ
て
八
固
定
保
『
公
務
日
記
』
を
翻
刻
し
、
大
阪
市
史
史
料
第
二
十
三
-
二
十
六
輯
の
編
纂
に
か
か
わ
っ
た
。
そ
の
際
に
表
題
を
あ
え
て
「
大
坂
東
町
奉
行
所
与
力
公
務
日
記
」
と
表
現
し
た
が
、
こ
れ
は
そ
の
た
め
で
あ
る
。
(
却
)
『
金
言
抄
』
、
お
よ
び
『
徳
川
実
紀
』
元
禄
四
年
正
月
二
六
日
条
参
照
。
(
但
)
(
幻
)
(
お
)
『
金
言
抄
』
。
(
剖
)
前
出
『
徳
川
実
紀
』
。
(
お
)
朝
尾
直
弘
『
近
世
封
建
社
会
の
基
礎
構
造
』
(
御
茶
の
水
書
一
房
、
四
一
九
六
二
。
大
坂
町
奉
行
所
に
お
け
る
与
力
・
同
心
体
制
の
確
立
(
渡
漫
忠
司
)
(
お
)
「
大
猷
院
殿
御
実
紀
」
第
六
十
九
(
『
徳
川
実
紀
』
)
、
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
。
(
幻
)
系
譜
に
は
家
康
の
直
巨
と
し
て
仕
え
た
経
歴
を
持
つ
与
力
も
い
た
。
八
固
定
保
の
由
緒
書
は
こ
れ
を
強
調
す
る
。
前
出
『
大
坂
町
奉
行
吟
味
伺
書
』
に
収
録
。
一
部
を
掲
げ
る
。
両
御
組
与
力
之
内
ニ
者
神
君
様
参
州
御
在
城
之
節
あ
御
奉
公
相
勤
、
慶
長
・
元
和
年
中
御
陣
之
節
井
五
年
台
徳
院
様
御
上
洛
之
節
も
供
奉
仕
、
京
都
二
条
於
御
城
大
坂
町
御
奉
行
嶋
田
越
前
守
殿
・
久
貝
因
幡
守
殿
始
而
被
仰
付
候
節
御
組
与
力
ニ
被
召
加
当
表
江
引
越
候
、
以
来
連
綿
実
子
又
者
養
子
ニ
而
相
続
仕
来
候
者
も
有
之
、
又
者
町
御
奉
行
組
与
力
始
而
被
仰
付
候
初
被
召
出
候
、
以
来
実
子
又
者
養
子
三
間
連
綿
相
続
仕
候
者
茂
有
之
、
(
却
)
「
手
覚
書
」
(
『
金
言
抄
』
)
。
(
却
)
大
阪
市
史
史
料
第
六
輯
『
手
鑑
・
手
鑑
拾
遺
』
、
同
第
『
大
坂
町
奉
行
所
旧
記
』
(
却
)
「
浪
花
袖
鑑
」
は
大
阪
市
史
史
料
第
五
十
三
一
輯
所
収
。
(
担
)
註
(
凶
)
の
「
武
備
心
得
覚
書
」
。
(
幻
)
前
出
「
手
覚
書
」
(
『
金
言
抄
』
)
。
(
お
)
こ
の
と
き
両
町
奉
行
所
が
統
合
さ
れ
、
与
力
・
同
心
も
一
組
に
な
っ
た
。
『
大
坂
町
奉
行
所
与
力
留
室
7
覚
書
拾
遺
』
(
大
阪
市
史
史
料
第
四
十
七
輯
、
一
九
九
六
)
。
(
担
)
『
公
務
日
記
』
(
前
出
『
大
坂
東
町
奉
行
所
与
力
公
務
日
記
』
)
(
お
)
こ
の
状
況
は
大
坂
町
奉
行
所
与
力
・
同
心
だ
け
で
は
な
く
、
定
番
・
加
番
お
よ
び
大
坂
六
役
と
大
坂
船
手
奉
行
の
与
力
・
同
心
も
同
様
で
あ
っ
た
。
大
坂
船
手
の
場
合
は
、
寛
文
五
年
(
一
六
六
五
)
正
月
に
、
幕
府
老
中
指
示
で
二
員
制
へ
改
変
、
小
浜
氏
の
世
襲
が
解
消
さ
れ
た
。
そ
れ
と
と
も
に
「
与
力
十
騎
」
が
二
分
さ
れ
て
「
上
乗
五
人
」
と
な
っ
た
が
、
こ
の
こ
と
か
ら
与
力
・
同
心
が
小
浜
氏
・
大
坂
船
手
と
は
直
臣
関
係
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
知
れ
る
。
小
浜
氏
は
同
年
七
月
に
江
戸
に
帰
り
、
摂
津
圏
西
成
郡
内
に
置
か
れ
て
い
た
知
行
所
も
移
さ
れ
る
が
、
同
時
に
配
属
さ
れ
た
与
力
・
同
心
は
上
乗
と
水
主
に
名
称
変
更
さ
れ
た
。
(
お
)
「
五
気
談
」
(
『
金
言
抄
』
)
参
照
。
(
幻
)
前
出
中
部
よ
し
こ
「
近
世
初
期
の
幕
府
の
役
職
新
考
」
。
(
お
)
『
大
阪
市
史
L
第
一
、
二
八
五
頁
。
(
却
)
『
金
言
抄
』
。
『
正
保
郷
帳
写
』
(
枚
方
市
史
資
料
第
八
集
)
の
記
録
と
ほ
ぼ
一
致
。
(ω)
『
金
言
抄
』
。
寛
永
一
一
年
の
西
町
与
力
騎
数
は
『
徳
川
実
紀
』
第
二
篇
に
は
二
O
騎
と
あ
る
。
閏
七
月
朔
日
の
条
に
、
「
大
坂
町
奉
行
曽
我
又
左
衛
門
古
祐
千
石
加
ら
れ
三
千
石
に
な
さ
れ
。
与
力
廿
騎
。
同
心
五
十
人
属
せ
ら
る
」
と
あ
る
。
六
五
一
頁
。
四
四
(4)
前
掲
『
大
阪
市
史
』
第
一
。
(
必
)
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
。
秀
忠
は
元
和
九
年
五
月
二
一
日
に
江
戸
を
立
ち
六
月
八
日
に
京
都
に
到
着
し
て
い
る
o
『
徳
川
実
紀
』
第
二
篇
、
二
五
三
五
五
頁
。
(
日
)
「
寛
永
年
中
久
貝
因
幡
守
殿
与
力
連
名
帳
」
。
な
お
こ
の
貸
与
は
、
寛
永
一
二
年
七
月
七
日
に
、
譜
代
の
者
へ
の
恩
貸
金
五
O
万
八
七
O
O両
に
含
ま
れ
る
。
『
徳
川
実
紀
L
第
二
篇
、
六
八
五
頁
。
(
必
)
前
同
。
(
必
)
『
金
言
抄
』
。
(
必
)
前
掲
『
大
坂
東
町
奉
行
所
与
力
公
務
日
記
』
。
(
幻
)
八
田
五
郎
左
衛
門
定
保
の
記
録
『
公
務
日
記
』
(
前
出
『
大
坂
東
町
奉
行
所
与
力
公
務
日
記
』
)
、
明
和
五
年
七
月
朔
日
以
降
の
記
事
を
参
照
。
(
必
)
『
金
言
抄
』
。
八
国
家
文
書
な
ど
に
残
る
与
力
の
由
緒
書
、
同
心
の
履
歴
書
、
ま
た
親
類
書
な
ど
は
そ
の
証
左
で
あ
る
。
前
出
『
公
務
日
記
』
に
も
み
ら
れ
る
。
(
的
)
明
和
五
年
の
記
事
は
前
出
『
公
務
日
記
』
に
よ
る
。
(
叩
)
同
『
公
務
日
記
』
。
献
上
物
は
樽
・
肴
で
、
役
宅
に
持
参
、
西
組
か
ら
も
樽
・
肴
が
届
け
ら
れ
て
い
る
。
新
任
の
祝
儀
と
し
て
は
基
本
的
な
様
式
で
あ
っ
た
。
ち
な
み
に
肴
は
目
の
下
一
尺
八
寸
(
約
五
四
拘
ン
)
の
鯛
で
あ
っ
た
。
(
日
)
大
阪
市
史
史
料
第
四
十
七
輯
『
大
坂
町
奉
行
所
与
力
留
書
・
覚
書
拾
遺
』
に
収
録
。
(
臼
)
記
事
に
は
、
桑
原
が
認
め
方
の
形
式
に
つ
い
て
、
新
御
頭
の
好
み
を
内
々
に
伺
い
置
き
た
い
と
の
申
し
出
が
あ
っ
た
と
記
す
。
こ
れ
は
奉
行
と
与
力
・
同
心
が
お
互
い
の
思
惑
を
探
り
合
う
よ
う
な
微
妙
な
関
係
を
象
徴
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
交
替
ご
と
に
、
双
方
に
あ
る
種
の
緊
張
感
が
常
に
漂
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
(
臼
)
前
出
『
大
坂
町
奉
行
所
与
力
留
書
・
覚
書
拾
遺
』
参
照
。
(
日
)
雛
形
と
そ
れ
に
従
っ
た
由
緒
書
は
神
戸
市
立
博
物
館
所
蔵
の
八
田
家
文
書
に
残
さ
れ
る
。
八
回
家
文
書
は
他
に
九
州
大
学
法
学
部
図
書
館
・
大
阪
商
業
大
学
谷
岡
記
念
館
な
ど
に
分
散
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
(
日
)
前
出
『
大
坂
町
奉
行
所
与
力
留
書
・
覚
書
拾
遺
』
参
照
。
〔
付
記
〕
史
料
の
閲
覧
に
つ
い
て
は
、
た
。
深
謝
申
し
上
げ
た
い
。
大
阪
市
史
編
纂
所
と
神
戸
市
立
博
物
館
の
御
高
配
を
得
(
わ
た
な
べ
た
だ
し
人
文
学
科
)
二
O
O五
年
十
月
十
九
日
受
理
